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令和２年度各会計の決算をご審議いただくにあたり、各会計歳入歳出決算書並びに決

算説明書、決算審査意見書等を提出したところでありますが、審査に先立ちまして、各

会計決算の大綱をご説明申し上げます。

令和２年度の当初予算は、

一 般 会 計 ２０９億７，４００万円

特 別 会 計 ９７億７，３４５万円

下水道事業会計支出 ２５億７，０１７万円

病院事業会計支出 ７９億５，４２３万円

合わせて、４１２億７，１８５万円を計上したところでありますが、その後、

補正予算と令和元年度からの繰越事業費繰越額を含めた最終予算額は、

一 般 会 計 ２８６億９，７６９万円

特 別 会 計 ９７億８，５９２万円

下水道事業会計支出 ２６億７，９８６万円

病院事業会計支出 ８１億７，２２４万円

合わせて、４９３億３，５７１万円となったところであります。

令和２年度は、厳しい財政状況を鑑み、持続可能な財政基盤を築くために策定された、

「滝川市第２期財政健全化計画」を推進する初年度であり、将来都市像を実現するため

の事業の実施のほか、事務・事業の効率化を図り、市民の皆様とともに取り組んできた

ところであります。

基金につきましては、厳しい財政状況にありながらも、ふるさと基金ほかで５億

７，０４１万円を積み立てることができたことなどにより、基金残高総額は前年度比

５億１０１万円の増額となりました。
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以下各会計ごとに主な内容について申し上げます。

一般会計におきましては、予算額２８６億９，７６９万円で、歳入２７２億２，９６２

万円に対し、歳出２６２億８，３４７万円で、差引９億４，６１５万円の剰余を生じま

した。歳入につきましては、収入済額と予算現額を比較しますと、１４億６，８０７万

円の減となっており、その主な内容は、

繰越金 ４億 ３０４万円

市税 ４，５２５万円

地方交付税 ３，３３８万円

地方消費税交付金 ２，６１０万円

株式等譲渡所得割交付金 ５４１万円 の増となり、

市債 １０億６，９０９万円

国庫支出金 ４億８，６９５万円

繰入金 ２億９，６７８万円

諸収入 ７，１７９万円

寄附金 ４，１７６万円

使用料及び手数料 １，２２７万円

分担金及び負担金 ９３２万円 の減となったこと

などによりますが、

令和３年度に歳入されるべき繰越明許費に係る歳入予算額が、国庫支出金で

２億１，２７０万円、地方債７億６，８００万円、計９億８，０７０万円計上されてお

りますことから、これを差し引いた実質的な歳入は４億８，７３７万円の減となったと

ころです。
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一方、歳出におきましても、予算現額と支出済額を比較しますと、２４億１，４２２

万円の減となっておりますが、滝川市立高等看護学院建替工事、下水道事業会計出資金

や小中学校タイルカーペット貼替事業など繰越明許費として令和３年度に繰り越して

歳出することと決定した予算額９億８，０７７万円が計上されておりますことから、実

質的には１４億３，３４５万円の減となりました。

歳入のうち、市税、使用料及び手数料、財産収入などの自主財源は全体の３２．１％、

地方交付税、国・道支出金、市債などの依存財源は６７．９％となっております。

自主財源の内訳といたしましては、

市税 ４３億５，６９３万円

寄附金 １４億８，７６３万円

諸収入 １３億８，２６８万円

繰越金 ８億２，３８５万円

使用料及び手数料 ４億１，７３１万円

分担金及び負担金 １億３，０８３万円

繰入金 １億 ５４３万円

財産収入 ４，０８３万円 となり、

また、依存財源の内訳は、

国・道支出金 ９１億７，８０８万円

地方交付税 ６７億５，６６３万円

その他 １２億３，５８１万円

市債 １３億１，３６１万円 となっております。



- 4 -

一方、歳出につきまして、性質別にみますと、

補助費等 ９１億４，８０２万円

扶助費 ４０億６，２２７万円

人件費 ３３億 ９７８万円

物件費 ２２億３，９４９万円

繰出金 ２１億６，００３万円

公債費 １７億４，２６０万円

建設事業費 １０億 ２９７万円

貸付金 ８億９，８５０万円

維持補修費 ７億５，７７９万円

積立金 ５億６，５６０万円

出資金 ３億９，６４２万円 となっております。

つぎに特別会計につきましては、特別会計全体として、歳入９７億７，０２０万円に

対し、歳出９２億６，５１８万円で、差し引き５億５０２万円の剰余を

生じました。

国民健康保険特別会計では、予算額４４億５，８２５万円で、歳入決算額４４億

３，８８１万円、歳出決算額４３億８，６６２万円で差引５，２１９万円の剰余を生じ

ました。なお、剰余金のうち２，７００万円を基金へ繰り入れし、残りを翌年度財源と

して繰越しました。

歳入についてみますと、

道支出金 ３３億３，８０４万円

国民健康保険税 ６億５，９３１万円
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繰入金 ３億９，９６０万円

諸収入などその他 ４，１８６万円 となったところです。

一方、歳出についてみますと、

保険給付費 ３２億５，２０７万円

国民健康保険事業費納付金 ９億７，９７７万円

総務費 ６，９９４万円

保健事業費 ４，９７１万円

諸支出金などその他 ３，５１３万円 となりました。

公営住宅事業特別会計では、予算額５億８，５７１万円で、歳入決算額６億

２，７２３万円、歳出決算額５億４，３３１万円で差引８，３９２万円の剰余を生じま

した。

歳入についてみますと、

使用料及び手数料 ３億 ８８６万円

繰入金 １億４，３５６万円

財産収入 ６，５８８万円

繰越金 ６，１４６万円

市債 ４，６００万円

諸収入 １４７万円 となったところです。

一方、歳出についてみますと、

住宅事業費 ２億５，２０５万円
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公債費 １億８，８８９万円

諸支出金 １億 ２３７万円 となりました。

介護保険特別会計では、まず保険事業勘定で、予算額３９億６，０２７万円で、歳入

決算額３９億１，１８２万円、歳出決算額３５億７，５２５万円で差引３億３，６５７

万円の剰余を生じました。

歳入についてみますと、

国庫支出金 ９億３，２６６万円

支払基金交付金 ９億１，３６１万円

介護保険料 ７億４，６４９万円

繰入金 ６億２，１０４万円

道支出金 ５億３，５４６万円

その他財産収入、繰越金、諸収入 １億６，２５６万円 となったところです。

一方、歳出についてみますと、

保険給付費 ３１億５，８８２万円

地域支援事業費 ２億８，８９３万円

総務費 １億１，４２８万円

その他保健福祉事業費、基金積立金、公債費、諸支出金 １，３２２万円 とな

りました。

また、介護サービス事業勘定では、予算額７，３７７万円で、歳入決算額９，４３２

万円、歳出決算額６，２７５万円で、差し引き３，１５７万円の剰余を生じました。

歳入についてみますと、



- 7 -

サービス収入 ６，８３２万円

繰越金 ２，５９８万円

諸収入 ２万円 となったところです。

一方、歳出についてみますと、

サービス事業費 ６，２７５万円 となりました。

後期高齢者医療特別会計では、予算額６億５，２６２万円で、歳入決算額６億

５，０１８万円、歳出決算額６億４，９４２万円で差引７６万円の剰余を生じました。

歳入についてみますと、

後期高齢者医療保険料 ４億４，４５７万円

繰入金 ２億 ４０３万円

繰越金 １０６万円

広域連合支出金などその他 ５２万円 となったところです。

一方、歳出についてみますと、

後期高齢者医療広域連合納付金 ６億２，９７８万円

総務費などその他 １，９６４万円 となりました。

土地区画整理事業特別会計では、予算額５，５３１万円で、歳入決算額４，７８３万

円、歳出決算額４，７８３万円で歳入歳出同額となっており剰余金は発生しておりませ

ん。

歳入についてみますと、
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繰入金 ３，９２０万円

市債 ７６０万円

国庫支出金 １０３万円 となったところです。

一方、歳出についてみますと、

土地区画整理事業費 ３，９７５万円

公債費 ８０８万円 となりました。

つぎに企業会計について申し上げます。

下水道事業会計の収益的収支では、事業収益１２億７，４０６万円に対し、事業費

用１１億８，５１５万円で、８，８９１万円の純利益となりました。

また、資本的収支では、収入７億２，３８６万円に対し、支出１１億４，０７３万円

で、差し引き不足額４億１，６８７万円となり、当年度分消費税及び地方消費税資本

的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、減債積立金、当年度分損益勘定留保資金

で補てんしました。

病院事業会計の収益的収支では、事業収益７２億９２３万円に対し、事業費用は

６９億５，０４９万円となり、当初予算では１億４００万円の純損失を見込んでいまし

たが、２億５，８７４万円の純利益となりました。

また、資本的収支では、収入２億１，３７３万円に対し、支出６億７，８７９万円で、

差し引き不足額４億６，５０６万円となり、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額、当年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

以上、各会計の決算の内容についてご説明申し上げました。
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令和２年度決算に基づく健全化判断比率については、今議会において、報告第１号、

報告第２号として健全化判断比率及び資金不足比率の報告を行ったところであります

が、いずれの指標についても健全段階であります。厳しい財政状況のなか財源補てん的

な基金を繰り入れずに財政運営が可能となるよう今後、より一層財政の健全化を進め、

その状況について透明性をもってお知らせしていきたいと考えておりますのでよろし

くお願いいたします。

令和２年度各会計の決算の詳細につきましては、事前配布させていただきました、款

別説明概要にてお示ししておりますので、よろしくご審議をいただき、ご認定いただき

ますようお願い申し上げます。


